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看護必要度管理システム

医療現場、診療報酬制度、患者の実態に即した看護
必要度を判定するシステム

患者に対する介護実態を反映した看護必要度を決定する。

本発明によれば、患者ごとに集計した患者合計時間に基づいて看護必要度を決
定しているので、患者に対する介護実態を反映した看護必要度を決定することが
できる。

本発明に係る看護必要度管理システムは、サーバ１２と、このサーバ１２にネット
ワーク１４を介して連なったステーション１８と、このステーション１８と無線通信可
能なウェアラブルセンサユニット２０と、を主構成要素とし、このウェアラブルセンサ
ユニット２０は看護師が看護作業中に装着するもので、ウェアラブルセンサユニッ
ト２０は看護師が患者に対して行う看護動作に伴って発する音声を集音してサー
バ１２に送信し、サーバ１２はその看護師の発話データを解析して看護師が関与し
た患者、看護師がその患者に対して遂行した看護業務、その看護業務の継続時
間を含む看護師データを取得し、その看護師データから患者に対する看護必要度
を計算し、判定する。


